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　地球環境研究に関して国際科学会議（International Council for Science：ICSU）が推進する複数の国


























ている2）。ICSU は 1980 年以後、図表 1 に示す 4 つ
の研究プログラムを推進してきた。このうち気候
変動を扱う世界気候研究計画（WCRP）は、世界




機 関（United Nations Educational, Scientiﬁ c and 




連 環 境 計 画（United Nat ions Env ironment 
Programme:UNEP）6）、 国 連 大 学（United 
Nations University:UNU）7）などが共同で推進
している。また、国際生物科学連合（International 
Union of Biological Sciences:IUBS）、 国 際 微
生物学連合（International Union of Microbial 
Societies:IUMS）、環境問題科学委員会（Scientific 
Committee on Problems of the Environment : 
SCOPE）も上記の活動に一部共同推進機関として
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国際グループ（International Group of 
















































































2013.  4 
2009.  2

















2013. 6      科学委員会発足
2013. 7-9   事務局担当機関公募
報告書完成
2012. 6  
2011. 6  
FE計画発表
Future Earth 実施予定
STT138_レポート3.indd   19 13/09/09   9:19
科 学 技 術 動 向　2013年 9月号（138号）
20
出典：参考文献 17 より科学技術動向研究センターにて作成
図表 3　Future Earth のコンセプト
図表 4　Future Earth の研究テーマと内容概要





































　本稿では、この Future Earth の概要について解
説し、今後日本が取り組むべき優先課題について
考察する。
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2 Future Earth とは
Future Earth のめざすもの2-1
研究課題の柱2-2
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　このうちまず科学委員会が 2013 年 6 月に発足
したが、この委員の一人として日本人（安成哲三
氏・総合地球環境学研究所長）も選出された。今








































関である地球観測グループ（GEO：Group on Earth 
Observations）が推進している全球地球観測システ










Intergovernmental Platform on Biodiversity and 
Ecosystem Services）や気候変動に関する政府
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ことを 2013 年 4 月に決定し、6月に発足させた。こ
れは世界のFuture Earth の運営体制のうちの科学
委員会に対応する国内組織となる。
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